平成３０年度　特定非営利活動に係る事業報告書

1.事業の成果
＜放課後等デイサービス事業＞

■事業を開始して6年目を迎える（平成25年4月開設）
放課後等デイサービス　いもむし・みのわ　千葉県柏市箕輪358-1

放課後等デイサービス　いもむし・おおい　千葉県柏市大井554-5

・「児童」「生徒」たちの放課後や学校長期休業時に「生活能力」の向上、「社会との交流促進等」といった支援を行う。

■「個別支援計画」を作成し、一人一人の「ニーズ、個性」にあった指導（支援）を行う。

・社会適応・学習指導（支援）
集団適応の促進の為、集団内でのコミュニケーション能力の向上。

個別、集団での学習指導（支援）
・生活指導

「身体」「生活レベル」に応じた、運動・作業の指導（支援）
・余暇支援

室内外でのレクレーション、季節に応じた創作活動
法人の理念でもある「自然に触れ豊かな心を創ります」を大いに実践し、日々の活動は、外に出て元気に「遊ぶ」ことを主とし、近隣の公園へ出かけ、楽しむことが出来た。遊びの中から、物事の「順番」、「人の物を取ってはいけない」等、集団の中での社会的ルールを少しずつでも身につけられるようになる。
※法改正があり、指定基準が厳格になり、又適正な事業所評価を実施するにあたり基本給付額の減算、開所時間の長短による減算、障がいによる支援度合いによる事業所区分創設等の減算項目が目立ち、人員配置における加算要件の見直しがあり、手厚い指導（支援）を行う事業所に対し加算が多くつく報酬構造になった。（多くの放課後等デイサービス事業所においては減算傾向になった）

＜生活介護事業＞

■事業を開始して5年目を迎える（平成26年4月開設）
生活介護事業所　ポム　千葉県柏市箕輪358-1
・個別支援計画を作成し、一人一人の「個性」・「能力」にあった、自立した日常生活又は社会生活を営むことができるよう、生活能力の維持、向上のため以下の支援を行う。

①人として当たり前の生活を

②より自立的、主体的な生活を

③適切な支えのある生活を

・日中活動の柱は、農作業、創作活動、受注作業を行い、協力・共働を通し、利用者の交流と体験の場を広げる。
■活動内容

・農作業、受注作業、廃油石けん作り・創作活動、調理実習
それぞれの活動を行い、それから得た収益を利用者の「工賃」として支給。

事業所から近くに新たな畑を利用することができ、農作物の収穫量も上がり、利用者の工賃UPにつながる。利用者も増加し活気あふれる事業所になってきました。
＜日中一時支援事業＞

ほっとほっとルーム　千葉県柏市箕輪358-1

・今年度も引き続き、障害者の居場所作りと保護者の就労支援及び休息等を支援するために活動する。（成人のみ支援）
成人の通所支援として「生活介護」を行っているが、「障害支援区分3以上」が、契約条件になるため、今後もニーズはあるので、継続して事業は行ってゆく。
＜移動支援事業＞

外出介護いもむし　千葉県柏市箕輪358-1
・今年度、利用者はいませんでした。
・土日祝日等の余暇活動がより充実したものとなるように、本人の希望とご家族の意向を確認し、利用者本人が有意義な活動が行えるよう移動を支援する。
＜地域公益事業＞
おしゃべりcafé＆食堂　きゃべつ　平成28年8月開設　
千葉県柏市柏3-11-27ｱｰﾊﾞﾝﾊﾟﾙﾑ柏210
地域の子供から高齢者まで、誰もが集える場所として開設。生活介護事業所「ポム」で生産した野菜を使用した昼食等を低料金での提供。月に一回、母子で参加する子育て支援活動も実施。毎週水曜日に「子供食堂」も行っている。最近では、小中学生の利用が極端に少なくなり、幼児を連れた家族の集いの場となっている。母親は、「週に１回夕食の手間がなくのんびりできる」とご家族の休息の場にもなりつつある。又、月に２回「英語で遊ぼう」と題し、英語の学習も行っており、それを目当てに集まってくる子供たちもいる。
法人として、知的障がい児者の支援を中心として事業を行ってまいりましたが、障がいのある人もない人も、子供も大人もだれもが立ち寄れ、くつろげて、おしゃべりできる「みんな」の交流の場所として、地域公益事業「おしゃべりcafé＆食堂　『きゃべつ』」を開設しています。認定NPO法人いもむしとして、地域の「みんなで」「元気に」暮らすための活動を今まで以上に支援してゆきます。 お互いに助け合い、協力し合って、安心して暮らし続けることができる地域を目指してゆきます。
＜共同生活援助事業＞
■共同生活援助事業所（仮称）ぴゅーぱ（平成31年4月開設予定）
平成31年4月　知的に障害のある方の居住施設として、定員6名、女性専用のグループホームとして、障がい者総合支援法に基づく「共同生活援助（グループホーム）」事業所設立予定。
・社会的ニーズ

障がいがある人たちの「親亡き後」の人生（居場所）について、「家族が元気なうちはよいが私（たち）が亡くなった後子供たちのことをどうしよう」と、ご家族の方は大変心配されており、当法人の利用者も６０才に近い方もいて、「自分の今後の人生においてどうしようか」と憂いておられます。一方行政は地域に根差した「グループホーム」の拡充に力を入れている。こうした背景の中、当法人内でもグループホームの運営を望む利用者（家族）が、多くなってきておりました。運営側の「資金調達」「物件確保」「職員の確保」「運営に見合わない訓練等給付状況」等、様々なハードルがあるが、地域福祉に対し、少しでも助力したいとの思いでグループホームを開設するに至りました。

・開設による予想される効果

開設準備に時間を費やし、定員6名のところ開設前に5名の入居者が決定し、他に数名の希望者もおり翌年度内には定員に達すると思われる。どこの法人が運営するグループホームでも同様で、開設と同時にほぼ定員という状態であり、慢性的な事業所不足は否めない。国の障害福祉政策も「入所施設から、地域での生活へ」と謳い「地域での生活＝グループホーム」を意味し、国交省の管轄でもある建築基準法、総務省管轄の消防法も一般住宅をグループホームへ移行しやすく法改正されている。当法人のご利用者、ご家族等も「いもむしで運営するグループホームだから安心して任せられる」との声もいただき、2か所目のグループホームの運営も望まれている。
・運営の課題

共同生活援助（GH）事業に関しては、自治体からの訓練等給付費プラス住居者の皆さんからの家賃等＝運営費という構造である。法改正、入居者減、大規模修繕等を考えると、事業所運営はそれほど安易ではなく、既存事業に影響を及ぼす可能性もあり得る。安定的な運営には一定数の入居者確保は必須である。
2.事業の実施に関する事項

	事業名
	事業内容
	実施日時
	実施場所
	従業者数　(年度)
	受益対象者の範囲

及び人数(年度)
	支出額

（千円）

	放課後等デイサービス

いもむし・みのわ
	放課後、長期学校休業時の生活指導（支援）
	月～金
	柏市及び近隣地域
	5人
	収益者　市民

不特定多数
	93,644千円　　　　　　　　　　　　

　　　　

	放課後等デイサービス

いもむし・おおい
	放課後、長期学校休業時の生活指導（支援）
	月～金

	柏市及び近隣地域
	5人
	収益者　市民

不特定多数
	

	生活介護事業

「ポム」
	・農作業

・受注作業

・廃油石鹸作り

・創作活動

・調理実習

・納品、販売活

動に参加。
	月～金
	柏市及び近隣地域
	10人
	収益者　市民

不特定多数
	

	日中一時支援事業

「ほっとほっとルーム」
	障害者の居場所作りと保護者の就労支援及び休息等
	月～金
	柏市及び近隣地域
	2人
	収益者　市民

不特定多数
	

	移動支援事業

「外出介護いもむし」
	利用者の余暇活動への参加介護（介助）
	毎日
	柏市及び近隣地域
	2名
	収益者　市民

不特定多数
	

	地域公益事業
おしゃべりCafé＆食堂
きゃべつ（子供食堂）
	地域の子供から高齢者まで、誰もが集える場所として開設。生活介護事業で生産した野菜を使用した昼食等を低料金での提供。
	月～金
	柏市及び近隣地域
	2名
	収益者　市民

不特定多数
	


